
気体の計算問題 完全攻略チャート⑦

問題例問題例
27℃,圧力3.0×105Paで体積が2.0Lの気体を温度一定に保ちながら,体積を6.0Lとした。
このときの気体の圧力は何Paか。

解 答解 答

解 答解 答

解 答解 答

TypeⅠ……温度と物質量が一定

操作前後で,気体の物質量と温度は変わらないことより, P V  ＝ 一定
となる。

(ⅰ)の解法の手順

(ⅱ)の解法の手順

状態方程式 P V  ＝ n R T  のうち,操作の前後で変わらないものを消去する。STEP1

P V  ＝一定,でボイルの法則が成り立つことより
P1 V 1＝  P2 V2 　に操作前後の値を代入して,操作後のP2の値を求める。
(P1 ：操作前の圧力,V 1：操作前の体積,  P2：操作後の圧力, V2：操作後の体積)

STEP2

操作後の状態において,STEP1と同様にわかっている値を状態方程式 P V  ＝ n R T 
に代入する。

STEP2

「②式÷①式」または「①式÷②式」を計算して求める圧力を計算する。STEP2

操作前の状態において,わかっている値を状態方程式 P V  ＝ n R T  に代入する。STEP1

 P V  ＝ n R T

 (3.0×105)×2.0＝  P  ×6.0

∴　P ＝ 1.0×105(Pa) ……(答え)

求める圧力をP(Pa)とすると,ボイルの法則より

操作前 操作後

27℃,圧力3.0×105Pa,体積が2.0Lの気体の物質量をn(mol),
気体定数Rとすると,状態方程式より

(3.0×105)×2.0＝ n R×(273＋27) ……①

解 答解 答 操作後の気体の状態は,温度と物質量は一定なので27℃,n(mol),
体積は6.0L,求める圧力をP (Pa)とすると,状態方程式より

P×6.0＝ n R×(273＋27) ……②

上記の解法を見て明らかなように,(ⅰ)の解法の方が素早く解ける！

＝
n R×(273＋27)
 n R×(273＋27)P×6.0

(3.0×105)×2.0

∴　P ＝ 1.0×105(Pa) ……(答え)

変化しないものに×をつける。(Rは常に変化しない)



気体の計算問題 完全攻略チャート⑧

問題例問題例 27℃で体積が10Lの気体を圧力一定のもとで,57℃としたときの気体の体積は何Lか。

解 答解 答

解 答解 答

TypeⅡ……圧力と物質量が一定。※解法(ⅱ)は省略

操作前後で,気体の圧力と物質量は変わらないことより, 　  ＝ 一定となる。

(ⅰ)の解法の手順

状態方程式 P V  ＝ n R T  のうち,操作の前後で変わらないものを消去する。STEP1

  ＝一定で,シャルルの法則が成り立つことよりSTEP2

 P V  ＝ n R T

求める体積をV(L)とすると,シャルルの法則より

＝
273＋27

(2.0×105)×2.0

273＋327

P×4.0

∴　P ＝ 2.0×105(Pa) ……(答え)

∴　V ＝ 11(L) ……(答え)

操作前 操作後

＝
273＋27

10
273＋57

V

 V
T

  ＝
V1

T1

 V2

T2

 V
T

 P V
T

に操作前後の値を代入して,操作後の V2 の値を求める。

(V1 ：操作前の体積,T1：操作前の温度,  V2：操作後の体積, T2：操作後の温度)　

問題例問題例
27℃,圧力2.0×105 Paで体積が2.0Lの気体を,体積を4.0L,温度を327℃とした。
このときの気体の圧力は何Paか。

解 答解 答

解 答解 答

TypeⅢ………物質量が一定。※解法(ⅱ)は省略

操作前後で,気体の体積と物質量は変わらないことより, 　 　＝ 一定となる。

(ⅰ)の解法の手順
状態方程式 P V  ＝ n R T  のうち,操作の前後で変わらないものを消去する。STEP1

  ＝一定で,ボイル・シャルルの法則が成り立つことよりSTEP2

 P V  ＝ n R T

求める圧力をP(Pa)とすると,ボイルの法則より

操作前 操作後

  ＝
 P1V1

T1

 P2V2

T2
に操作前後の値を代入して,操作後の P2 の値を求める。

( P1 ：操作前の圧力,V1 ：操作前の体積,T1：操作前の温度,  
  P2：操作後の圧力,　 V2 ：操作後の体積,T2：操作後の温度)　

 P V
T



気体の計算問題 完全攻略チャート⑨

解説＆補足解説＆補足

燃焼の反応式の書き方(例：C x H  y Oz  の場合)

C x H  y Oz  ＋ ●O2 → ▲CO2 ＋ ★H2O
炭素C が燃焼するとCO2に,水素H が燃焼するとH2Oになるので,反応式は次のようになる。STEP1

CO2の係数を求める。▲＝ x STEP2

STEP4 最後にO2の係数を求める。●＝

H2Oの係数を求める。★＝STEP3
y 

2

反応テーブルの書き方
反応前後で温度一定のときは, P V  ＝ n R T で,『反応式の係数比』＝『物質量の比』＝『圧力比』
＝『体積比』の関係が成り立つ。よって,圧力(or体積)を求めるときは,いちいち物質量に変換しな
くても,圧力(or体積)のまま反応テーブルを書くとよい。反応テーブルの書き方について解説する。

問題例問題例
容器内で2molのメタンと2molの酸素を混合し,メタンを完全燃焼させた。燃焼後に発生した
二酸化炭素の物質量を求めよ。

CH4 ＋ 2O2  → CO2 ＋ 2H2O

化学反応式をかく。STEP1

CH 4中のCはCO2 に,HはH2Oになる！

STEP2 反応式の下に,反応前の量を横に並べて書く。

STEP4

STEP3 反応式の係数比と物質量の値から,反応量を求める。

反応前の値と反応量を足して,反応後の量を求める。

反応量

反応前

反応前

反応後

CH4  ＋  2O2 → CO2    ＋     2H2O
2 2 0 0

2 2 0 0
CH4  ＋  2O2 → CO2     ＋    2H2O

－1×1 －2×1 ＋1×1 ＋2×1

反応量

反応前
CH4  ＋  2O2 → CO2     ＋    2H2O

これより,発生した二酸化炭素の物質量は1(moL)……(答え)

反応前なのでココは0mol

(mol)

(mol)

(mol)

2

1

2 0

0 1 2

0

－1×1 －2×1 ＋1×1 ＋2×1

(mol)

(mol)

(mol) 「反応前」＋「反応量」
 の値となる。

反応量は係数に比例！反応に
よって減少→－,増加→＋

化学的操作(主に燃焼反応)がある場合の鉄則と解法

鉄 則 ④鉄 則 ④

鉄 則 ⑤鉄 則 ⑤

化学的操作(主に燃焼反応)があるときは,反応テーブルをかき,反応後の物質量(or圧力や体積)を求めよ。

混合気体の燃焼問題では燃える気体と燃えない気体に分けて考える。

鉄 則 ⑥鉄 則 ⑥

反応によって水が生成するとき,気体のみとして存在するのか,気液平衡の状態にあるのか見極める。

炭素,水素,酸素原子の順で
係数を決めていく!
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